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第11図磁場中相転移とNENPの場合のスタガードモーメントの















lfs,≡-sin(少+/2日o'+cos(中/2)l1, (8) 第12図 gテンソルの傾き
となる.ここで¢=tan -1[12<llVIO'/e(Hz)]で磁場依存性がある.ギャップは E(HZ)か
8(Hz)2+V2と修正される｡局所的な磁気モーメントくSi,は誘導磁化とスタガードモー
メントの和として現れる｡スタガードモーメントに関しては
･Six,=tanhte(Hz)/2T)Re(Sin¢<01sitII,) (9)
が導かれる.この温度依存性はtanhlE(HS)/2Tfであり､NMRスペクトルの実験結果を定性
的に説明することができる｡6)NENPでは､ハルデン系で現われる三重項励起に対応する磁
気励起が存在する一方で､基底状態がもはや非滋性的状態から磁場増加とともに次第にずれ
た状態になっていくことが､実際の測定で観測されるのは､興味深いことかもしれない｡
6 おわりに
本研究は筆者が京都大学在籍中に､人間環境研究科後藤研究室において行ったものであ
る.後藤喬雄先生をはじめ､前川覚先生､河本敏郎先生 (現神戸大学)に感琴の意を表しま
す｡8T以上のNMR測定は大阪大学朝山研究室において北岡良雄先生と石田憲二博士の協力
のもとで行なったものであり､両氏に感謝の意を表します｡ また､常日頃有益な助言を下
さっている大阪大学の宮下精二先生､山本昌司博士に感謝の意を表します｡
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